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6.2.2 建設機械の稼働に係る予測及び評価 

(1) 二酸化窒素・浮遊粒子状物質 

(a) 予 測 

(ｱ) 予測方法 

建設機械の稼働に係る二酸化窒素・浮遊粒子状物質濃度の予測は、工事計画に基づいて、予測

対象時期に応じた建設作業を抽出し、建設機械からの排出量を算出した上で、拡散計算により工

事に伴う寄与濃度を算出し、さらにバックグラウンド濃度を加味して環境濃度を算出することに

より実施した。 

(ⅰ) 予測手順 

建設機械の稼働に伴う二酸化窒素・浮遊粒子状物質濃度の予測手順は、図 6.2.7 に示すとおり

であり、工事計画に基づいて、予測対象時期に応じた建設作業を抽出し、建設機械からの排出量

を算出した上で、拡散計算により工事に伴う寄与濃度を算出し、さらにバックグラウンド濃度を

加味して環境濃度を算出した。その後、年間 98％値等換算式を用い、二酸化窒素の日平均値の年

間 98％値及び浮遊粒子状物質の日平均値の２％除外値を算出した。 

 

 
図 6.2.7 建設機械の稼働に伴う大気質の予測手順（二酸化窒素・浮遊粒子状物質） 
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(ⅱ) 予測モデル  

1) 拡散モデル 

予測式は、「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」（国土交通省 国土技術政策総

合研究所・独立行政法人 土木研究所）に基づき、有風時（風速１ｍ／ｓを超える場合）につい

てはプルーム式（式(6.2.1)）、弱風時（風速１ｍ／ｓ以下の場合）についてはパフ式（式(6.2.2)

～(6.2.3)）を用いた。 

a) 有風時（U ＞１ｍ／ｓ） 

 

 ·························· (6.2.1) 

ここで、C（x,y,z） ：（x,y,z）地点における窒素酸化物濃度（ppm） 
  （又は浮遊粒子状物質濃度（mg／m3）） 

x ：風向に沿った風下距離（ｍ） 

y ：x 軸に垂直な水平距離（ｍ） 

z ：x 軸に直角な鉛直距離（ｍ） 

Q ：点煙源の窒素酸化物の排出量（ml／s） 

  （又は浮遊粒子状物質の排出量（mg／s）） 

U ：平均風速（m／s） 

H ：排出源の高さ（ｍ） 

y ：水平方向の拡散幅（ｍ） 

z ：鉛直方向の拡散幅（ｍ） 
   

b) 弱風時（U ≦ １ｍ／ｓ） 

 

 

ここで、t0 ：初期拡散幅に相当する時間（s） 

   t0 = Wc/2 
Wc ：煙源配置間隔、若しくは工事計画幅（ｍ） 
 ,  ：拡散幅に関する係数 
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c) 拡散パラメータ 

有風時に用いる拡散パラメータyは式(6.2.4)に、zは式（6.2.5）に、それぞれ示すとおりで

ある。yp及びzpは表 6.2.12 に示す Pasquill-Gifford-Smith の数値表を用いた。 

弱風時に用いる拡散パラメータは Turner のパラメータを参考とし、表 6.2.13 に示す値を用い

た。 

y = y0 + 1.82･yp  ················································· (6.2.4) 

ここで、y ：水平方向の拡散幅（ｍ） 

y0：水平方向初期拡散幅（ｍ） 

y0 = Wc/2 

Wc：煙源配置間隔（10ｍ） 

yp：Pasquill-Gifford-Smith の水平方向拡散幅（ｍ）（表 6.2.12 参照） 

z = z0 + zp ······················································· (6.2.5) 

ここで、z ：鉛直方向の拡散幅（ｍ） 

z0：鉛直方向の初期拡散幅（＝2.9ｍ） 

zp：Pasquill-Gifford-Smith の鉛直方向拡散幅（ｍ）（表 6.2.12 参照） 

表 6.2.12 Pasquill-Gifford-Smith の拡散幅の近似式 

σ௬௣ 

風下距離 
x（km） 

大気安定度 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

0.1 53.1 37.1 23.4 15.7 11.6 7.8 

1 340 237 166 106 76.2 53.1 

10 2006 1529 1044 704 529 341 

100 3430 2641 1901 1244 917 629 

σ௭௣ 

風下距離 
x（km） 

大気安定度 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

0.1 23.3 16.7 12.6 9.0 5.6 3.4 

1 213 113 75.9 53.8 33.1 16.6 

10 1170 573 374 234 132 59.7 

100 3270 1690 1090 643 327 131 

出典：「窒素酸化物総量規制マニュアル（新版）」（公害研究センター） 

表 6.2.13 弱風時の拡散パラメータ 

安定度  
Ａ 0.948 1.569 

Ａ－Ｂ 0.859 0.862 

Ｂ 0.781 0.474 

Ｂ－Ｃ 0.702 0.314 

Ｃ 0.635 0.208 

Ｃ－Ｄ 0.542 0.153 

Ｄ 0.470 0.113 

出典：「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」（国土交通省 国土技術政策総合研

究所・独立行政法人 土木研究所） 



2) 排

a) 排

ｱ) 窒

建設機

	

 

 

 

 

 

 

また、

とおりで

排出ガ

消費率ܾ

なす）。

排出源モデル

排出係数 

窒素酸化物の

機械の排出係

ܳ௜ ൌ ሺ തܲ௜ ൈ തܰത

					ൌ ሺ ௜ܲ ൈ തܰത

ここで、 ௜ܲ 

   തܲ௜ 

   ܱܰതതതത

 ݎ݂   

   ݂ ̅

 ݎܤ   

   ܾ 

定格出力別

である。 

表 6.

出典：「道路環

究所・独

ガス対策型建

ܾは、表 6.2.

 

出

ル 

の排出係数 

係数原単位Q

ܰ ௫ܱതതതതതሻ ൈ ݂／ݎ݂

ܰ ௫ܱതതതതതሻ ൈ ܾ／ݎܤ

：定格出力

：ISO-C1

௫ܱതതത ：窒素酸化
（g/kW･

：実際の作

：ISO-C1

：൫ൌ ／ݎ݂
国土交通

：ISO-C1

別の窒素酸化

2.14 定格

環境影響評価

独立行政法人 

建設機械に搭

15 に示すと

表 6.2.15 

出典：「道路環

省 国土

௜(g/h)は、式

݂̅

ܾ
 ·········

力（kW） 

モードにおけ

化物のエンジ

･h ISO-C1 モ

作業における

モードにおけ

／ ௜ܲ൯（g/kW･h
通省土木工事

モードにおけ

化物のエンジ

格出力別の窒

の技術手法（

土木研究所）

搭載された機

とおりである

ISO-C1 モー

環境影響評価の

土技術政策総合

138 

式(6.2.6)よ

··········

ける平均出力

ジン排出係数

モードによる

る燃焼消費量

ける平均燃料

h） 

事積算基準

ける平均燃料

ジン排出係数

素酸化物のエ

平成 24 年度版

） 

機関において

る（排出ガス

ードにおける

の技術手法（平

合研究所・独立

り求めた。 

···········

力（kW） 

数原単位 

る正味の排出

量（g/h） 

料消費量（g

（原動機燃料

料消費量率൫

数原単位ܰ ௫ܱതതതതതത

エンジン排出

版）」（国土交

、代表的な I

ス未対策型は

る平均燃料消

平成 24 年度版

立行政法人 土

··········

出係数原単位

g/h） 

料消費量／1.

൫ൌ ݂／̅ തܲ௜൯（g

（g/kW･h）は

出係数原単位

交通省 国土技

ISO-C1 モー

は一次排出ガ

消費率（ܾ） 

）」（国土交

土木研究所） 

········· 

位） 

2）を参照 

g/kW･h） 

は、表 6.2.1

位ܰ ௫ܱതതതതതത 

技術政策総合研

ドにおける平

ス対策型と

 
交通

(6.2.6) 

14 に示す

 
研

平均燃料

同等とみ

 



ｲ) 浮

建設機

ܳ

 

 

 

 

 

また、

とおりで

b) 単

単位時

から算出

 

浮遊粒子状物

機械の排出係

ܳ௜ ൌ ሺ ௜ܲ ൈ തܲത

ここで、ܳ௜ 

   ௜ܲ 

തതതതതܯܲ   

 ݎܤ   

   ܾ 

   ݄௜ 

定格出力別

である。 

表 6.

出典：「道路環

究所・独

単位時間当た

時間当たり排

出した。 








n

i
wVQ

1＝
＝

ここで、Q  

wV

uN

dN

iE

物質の排出係

係数原単位Q

തതതതሻܯܲ ൈ ܾ／ݎܤ

：建設機械

：建設機械

ത ：粒子状物ܯ

：൫ൌ ／ݎ݂
国土交通

：ISO-C1

：建設機械

（＝年間

別の粒子状物

.2.16 定格

環境影響評価

独立行政法人 

たり排出量の

排出量は、排


 24600,3

1

：単位時間

窒素酸

浮遊粒

 ：体積換算

窒素酸

 浮遊粒

u  ：排出源 i

d  ：排出源 i

 ：排出源 i

 

係数 

௜(g/h)は、式

 ··········

械݅の排出係数

械݅の定格出力

物質のエンジ

／ ௜ܲ൯（g/kW･h
通省土木工事

モードにおけ

械݅の運転１
間標準運転時

物質のエンジ

格出力別の粒

の技術手法（平

土木研究所）

の算出 

排出源の単位

 d
u E

N
N

365

間当たり排出

酸化物（mℓ／

粒子状物質（

算係数 

酸化物：20℃

粒子状物質：

iの数 

iの年間稼働

iの単位稼働

139 

式(6.2.7)よ

··········

数原単位（g

力１時間の仕

ジン排出係数

h） 

事積算基準

ける平均燃料

日当たり標準

時間／年間標

ジン排出係数

粒子状物質の

平成 24 年度版

） 

 

位稼働日当た






iE  ······

出量 

／ｓ） 

（mg／ｓ）  

℃、１気圧で

1,000mg／g

働日数（日）

働日当たり排

り求めた。 

···········

g/h） 

仕事量（kW）

数原単位（g/

（原動機燃料

料消費量率൫

準運転時間

標準運転日数

数原単位ܲܯതതതതത

エンジン排

版）」（国土交

り排出量を用

···········

で 523mℓ／g 

g 

 

排出量（g／日

··········

 

/kW･h） 

料消費量／1.

൫ൌ ݂／̅ തܲ௜൯（g

（h／日） 

数） 

（g/kW･h）は

出係数原単位

交通省 国土技

用いることに

··········

日） 

········· 

2）を参照 

g/kW･h） 

は、表 6.2.1

位ܲܯതതതതത 

技術政策総合研

により、式

········· 

(6.2.7) 

6 に示す

 
研

（6.2.8）

(6.2.8) 



140 

3) 気象モデル 

a) 大気安定度 

大気安定度は日射量、雲量から表 6.2.17 を用いて求めた。 

表 6.2.17 Pasquill 安定度階級分類法（日本式,1959） 

風速 

（地上 10m） 

m/s 

日射量 kW/m2 本曇 

（8～10） ≧0.60 0.60～0.30 ≦0.30 

u＜2 Ａ Ａ－Ｂ Ｂ Ｄ 

2≦u＜3 Ａ－Ｂ Ｂ Ｃ Ｄ 

3≦u＜4 Ｂ Ｂ－Ｃ Ｃ Ｄ 

4≦u＜6 Ｃ Ｃ－Ｄ Ｄ Ｄ 

6≦u Ｃ Ｄ Ｄ Ｄ 

（注）１．Pasquill の安定度階級は、日射量については定性的であるので、日本式ではこれに相当する量を推
定して定量化した。 

   ２．夜間は日の入り前１時間から日の出１時間の間を指す。 

   ３．日中、夜間とも本曇（８～10）のときは風速のいかんに関わらず中立状態Ｄとする。 

出典：「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」 (国土交通省 国土技術政策総合研究所・独立行政
法人 土木研究所)） 

 

b) 排出源高さの風速の推定に関する予測式 

排出源高さの風速 Uは、次(6.2.9)により求めた。 

Ｕ ＝ Ｕ0(Ｈ／Ｈ0)
P ····················································· (6.2.9) 

ここで、U ：高さ H(m)の風速(m/s) 

U0 ：基準高さ H0(m)の風速(m/s) 

H ：排出源の高さ(m) 

H0 ：基準とする高さ(m) 

P ：べき指数 

出典：「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」 (国土交通省 国土技術政策総合研究所・独立行政

法人 土木研究所)） 

 

べき指数 Pは、表 6.2.18 に示す大気安定度別の値に対し、予測区間が都市域であることを勘案

し、1.5 倍して設定した。 

表 6.2.18 大気安定度別のべき指数 

大気安定度 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

べき指数 P 0.1 0.15 0.20 0.25 

出典：「窒素酸化物総量規制マニュアル（新版）」（公害研究センター） 
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4) 窒素酸化物から二酸化窒素への換算 

窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への換算式は式(6.2.10)に示すとおりであり、大阪市内の

全ての自動車排出ガス測定局及びこれに近接する一般環境大気測定局の過去 10 年間（平成 20～

29 年度）の測定値を用いて設定した。 

換算式の作成にあたっては、寄与濃度は、自動車排出ガス測定局の測定結果と一般環境大気測

定局の測定結果の差とした。 

[NO2]R ＝ 0.051 [NOx]R
0.328 （ 1 － [NOx]BG / [NOx]T ）

0.813 

ここで、[NOx]R ：窒素酸化物の工事による寄与濃度（ppm） 

[NO2]R ：二酸化窒素の工事による寄与濃度（ppm） 

[NOx]BG ：窒素酸化物のバックグラウンド濃度（ppm） 

[NOx]T ：窒素酸化物のバックグラウンド濃度と工事による寄与濃度の合計値 

  （ppm）（ [NOx]T = [NOx]R + [NOx]BG ） 

 

5) 年平均値から年間 98％値等への換算 

年平均値から日平均値の年間 98％値または日平均値の２％除外値への換算式は式(6.2.11)～

(6.2.12)に示すとおりであり、大阪市内の全ての自動車排出ガス測定局及びこれに近接する一般

環境大気測定局の過去 10 年間（平成 20～29 年度）の測定値を用いて設定した。 

換算式の作成にあたっては、寄与濃度は、自動車排出ガス測定局の測定結果と一般環境大気測

定局の測定結果の差とした。 

・二酸化窒素 

[年間 98％値] ＝ a （ [NO2]BG + [NO2]R ） + b 

a = 1.38 + 0.07･exp（ -[NO2]R / [NO2]BG ） 

b = 0.0085 + 0.0013･exp（ -[NO2]R / [NO2]BG ） 

ここで、[NO2]R ：二酸化窒素の工事による寄与濃度の年平均値（ppm） 

[NO2]BG ：二酸化窒素のバックグラウンド濃度の年平均値（ppm） 

・浮遊粒子状物質 

[２％除外値] ＝ a （ [SPM]BG + [SPM]R ） + b 

a = 0.59 + 0.85･exp（ -[SPM]R / [SPM]BG ） 

b = 0.0553 - 0.0373･exp（ -[SPM]R / [SPM]BG ） 

ここで、[SPM]R ：浮遊粒子状物質の工事による寄与濃度の年平均値（mg/m
3） 

[SPM]BG ：浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度の年平均値（mg/m
3） 

 

  

 ·············· (6.2.10) 

 ·························· (6.2.11) 

 ·························· (6.2.12) 
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(ｲ) 予測条件 

(ⅰ) 予測区間 

予測を行った工事区間は図 6.2.8 に示すとおりであり、建設機械の稼働の予測対象として全９

区間で予測を行った。予測高さは、地上 1.5ｍとした。 

予測区間のうち、「ＪＲ難波駅取付部」と「南海新難波駅立坑」、「開削トンネル部」と「掘

割・擁壁部」と「高架部」、「高架部」と「掘割・擁壁部」については、距離が近接しているこ

とから、複合的な影響の予測を行った。 
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図 6.2.8 建設機械の稼働に係る大気

質・騒音・振動の予測区間 
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(ⅱ) 排出量 

1) 対象工事 

事業計画路線の建設にあたっては、主として、表 6.2.19 に示す工事が実施される。 

表 6.2.19(1) 対象工事 

工種 主な作業内容 建設機械 

シールド工 

掘削工 保管した残土を搬出する。 ダンプトラック(ベッセル車) 

コンクリート 

打設工 

インバートコンクリートを

打設し、軌道を完成させる。 

トラックミキサ車 

コンクリートポンプ車 

開削工 

立坑工 

準備工 
舗装等の障害物、埋設物の確

認・移設・撤去を行う。 

バックホウ 

トラッククレーン 

土留工 
周辺地盤の崩壊防止のため、

壁築造する。 

クローラ式アースオーガ 

クローラクレーン 

油圧ショベル 

バキューム車 

ダンプトラック 

トラックミキサ車 

コンクリートポンプ車 

地盤 

改良工 

地盤を強固なものとするた

め、人工的に改良する。 

ボーリングマシン 

高圧噴射攪拌用地盤改良機 

超高圧ポンプ 

ボーリングポンプ 

空気圧縮機 

バキューム車 

トラッククレーン 

仮締切工 

道頓堀川の流下能力確保の

ため、工事区域を半断面ずつ

締切りながら施工する。 

鋼管パイラー 

クローラクレーン 

掘削工 

土留壁内部の土砂を掘削す

る。 

バックホウ 

ダンプトラック 

中間に支保工を配置する。 
トレーラ 

クローラクレーン 

躯体工 
掘削完了後、駅舎等構造物を

築造する。 

トラッククレーン 

トラックミキサ車 

コンクリートポンプ車 

埋戻・ 

復旧工 

土砂の埋戻し、路面の復旧を

行う。 

ダンプトラック 

バックホウ 

マカダムローラ 

タイヤローラ 

アスファルトフィニッシャー 
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表 6.2.19(2) 対象工事 

工種 主な作業内容 建設機械 

擁壁工 

準備工 床掘等を行う 
バックホウ 

ダンプトラック 

躯体工 擁壁を築造する。 

バックホウ 

トラックミキサ車 

コンクリートポンプ車 

高架工 

準備工 
舗装等の障害物、埋設物の確

認・移設・撤去を行う。 

バックホウ 

トラッククレーン 

杭基礎工 場所打ち杭を築造する。 

アースドリル 

クローラクレーン 

トラックミキサ車 

コンクリートポンプ車 

ダンプトラック 

土留工 
周辺地盤の崩壊防止のため、

鋼矢板壁を築造する。 

クローラ式アースオーガ 

クローラクレーン 

バックホウ 

掘削工 
フーチング部築造のための

掘削を行う。 

バックホウ 

ダンプトラック 

躯体工 
上部工を順次運搬し、つなぎ

合わせる。 

トラッククレーン 

トレーラ 

 

2) 排出量 

工種別の排出量は表 6.2.20 に示すとおりであり、建設機械の日当たり排出量として設定した。 

 



 

 

1
4
6 

表 6.2.20 工種別の排出量 

 
出典：「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」 (国土交通省 国土技術政策総合研究所・独立行政法人 土木研究所)）、「建設工事積算

基準 平成 29 年度」（大阪府）より作成 
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(ⅲ) 予測対象時期 

予測対象時期は表 6.2.21 に示すとおりであり、予測区間における年間排出量が最大となる１年

間とした。 

年間排出量が最大となる１年間は、工種別の排出量をもとに月別の総排出量を算出し、１年間

の総排出量が最大となる時期を設定した。 

表 6.2.21 建設機械の稼働に係る大気質の予測対象時期（二酸化窒素・浮遊粒子状物質） 

予測区間 予測対象時期 主な工事内容 

北梅田立坑 
2022年４月～ 

2023年３月 

・開削工事（土留工・掘削工） 

・東海道線受替工事（仮受工） 

・環状線受替工事（杭打工） 

国道２号開削部 
2022年10月～ 

2023年９月 

・開削工事（掘削工） 

・立坑工事（土留工・地盤改良工） 

・東海道線受替工事（仮受工・土留工） 

・環状線受替工事（杭打工・土留工） 

中之島駅 
2021年10月～ 

2022年９月 
・開削工事（土留工・地盤改良工） 

西本町駅 
2022年10月～ 

2023年９月 
・開削工事（土留工・地盤改良工） 

ＪＲ難波駅取付部 
2023年10月～ 

2024年９月 

・開削工事（土留工・地盤改良工） 

・開削工事（護岸構築工） 

・開削工事（土留工･地盤改良工） 

・開削工事（土留工･地盤改良工･掘削工･躯体工） 

南海新難波駅立坑 
2025年４月～ 

2026年３月 

・開削工事（掘削工・躯体工） 

・立坑工事（掘削工・躯体工） 

・立坑工事（土留工・地盤改良工） 

開削トンネル部 

掘割・擁壁部 

2024年10月～ 

2025年９月 

・開削工事（掘削工・躯体工） 

・開削工事（土留工・掘削工） 

・掘割工事（土留工・掘削工） 

・阪神高速道路門型橋脚受替工事（橋脚新設工） 

・擁壁工事（準備工） 

・高架工事（準備工） 

・高架工事（杭基礎工・土留工・掘削工） 

高架部 
2027年４月～ 

2028年３月 

・高架工事（土留工･掘削工･躯体工） 

・高架工事（杭基礎工・土留工･掘削工･躯体工） 

・掘割工事（躯体工） 

・擁壁工事（躯体工） 

（注） 開削トンネル部及び掘割・擁壁部については、隣接しており、かつ、予測対象時期が同じであることから、

２区間あわせて予測を行った。 
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(ⅳ) 施工範囲 

予測対象時期における施工範囲は、図 6.2.9 に示すとおりである。 

排出源は、予測対象期間が１年間であることから、その間、建設機械は線状に位置する施工範

囲内全域で稼働すると想定し、施工範囲内全域に一様に配置した。 

また、騒音の環境保全対策として、高さ３ｍの万能塀を設置するため、排出源の高さは３ｍと

した。 

施工範囲内の建設機械は、原則１ユニットで稼働しているものと想定したが、表 6.2.22 に示す

工事に関しては、施工量と工事期間を勘案し、複数ユニットが稼働するものと想定した。 

表 6.2.22 複数ユニットが稼働する工事 

工 種 予測区間 ユニット数 

掘削工 

中之島駅 ２ユニット 

西本町駅 ４ユニット 

南海新難波駅立坑 

（南海新難波駅北側開削部） 
２ユニット 

土留工 

地盤改良工 

中之島駅 ２ユニット 

西本町駅 ２ユニット 
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図 6.2.9(1) 予測対象時期における施

工範囲（NO2・SPM） 

【北梅田立坑】 
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図 6.2.9(2) 予測対象時期における施

工範囲（NO2・SPM） 

【国道２号開削部】 
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図 6.2.9(3) 予測対象時期における施

工範囲（NO2・SPM） 

【中之島駅】 
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図 6.2.9(4) 予測対象時期における施

工範囲（NO2・SPM） 

【西本町駅】 
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図 6.2.9(5) 予測対象時期における施

工範囲（NO2・SPM） 

【ＪＲ難波駅取付部】 
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図 6.2.9(6) 予測対象時期における施

工範囲（NO2・SPM） 

【南海新難波駅立坑】 
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図 6.2.9(7) 

予測対象時期における施工範囲（NO2・SPM） 

 【開削トンネル部、掘割・擁壁部】 
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図 6.2.9(8) 予測対象時期における施

工範囲（NO2・SPM） 

【高架部】 
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(ⅴ) 気象条件 

1) 予測に用いる気象データ 

風向・風速は、事業計画路線周辺の一般環境大気測定局である今宮中学校における平成 29 年度

のデータを用いることとした。 

日射量・雲量は、事業計画路線に最も近接する気象台である大阪管区気象台の平成 29 年度の 

データを用いた。 

予測に用いる気象データは、表 6.2.23 に示すとおりである。 

表 6.2.23 建設機械の稼働に係る予測に用いる気象データ 

気象データ（風向・風速） 気象データ（日射量、雲量） 

一般環境大気 

測定局 
所在地 気象台 所在地 

今宮中学校 
大阪市西成区花園北

１－８－32 
大阪管区気象台 

大阪市中央区大手前

４－１－76 

 

2) 大気安定度別気象条件 

建設機械の稼働時間帯（８～12 時、13～17 時）における大気安定度別風向出現頻度及び平均風

速は、表 6.2.24 に示すとおりである。 

表 6.2.24 大気安定度別風向出現頻度及び平均風速 

 
（注）１．弱風時：u ≦ 1.0 m/s 

   ２．風向風速観測高さ：16.0ｍ（表中の数値は、式(6.2.9)で求めた排出源高さ３ｍの風速である） 
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(ⅵ) バックグラウンド濃度の設定 

予測地域周辺の一般環境大気測定局における二酸化窒素濃度、浮遊粒子状物質濃度の経年変化

は図 6.2.2～6.2.3 に示したとおりであり、それぞれ概ね横ばい又は減少の傾向にある。 

このため、将来的なバックグラウンド濃度は、過小な予測とならないよう、最新年度（平成 29

年度）の年平均値とした。 

なお、工事区域がなにわ筋及び国道２号沿道の場合、一般車両（現況交通）の寄与が大きいと

想定されることから、一般車両（現況交通）の寄与濃度を上乗せして設定した。 

予測に用いるバックグラウンド濃度は、表 6.2.25 に示すとおりである。 

表 6.2.25 建設機械の稼働に係る予測に用いるバックグラウンド濃度 

予測区間 
予測 

項目 

一般環境大気測定局 
幹線道路からの 

寄与 

バックグ

ラウンド

濃度 年平均値   幹線道路 寄与濃度 

北梅田立坑 
ＮＯ２ 0.018ppm 

菅北 

小学校 

大阪市北区 

菅栄町 

９－５ 

―― 
0.018ppm 

ＳＰＭ 0.022mg/m3 0.022mg/m3 

国道２号 

開削部 

ＮＯ２ 0.018ppm 国道２号 

なにわ筋 

0.004ppm 0.022ppm 

ＳＰＭ 0.022mg/m3 0.001mg/m3 0.023mg/m3 

中之島駅 
ＮＯ２ 0.022ppm 

九条南

小学校 

大阪市西区 

九条南 

２－13－17 

なにわ筋 

0.002ppm 0.024ppm 

ＳＰＭ 0.026mg/m3 0.001mg/m3 0.027mg/m3 

西本町駅 
ＮＯ２ 0.022ppm 0.001ppm 0.023ppm 

ＳＰＭ 0.026mg/m3 0.001mg/m3 0.027mg/m3 

ＪＲ難波駅 

取付部 

ＮＯ２ 0.022ppm 
―― 

0.022ppm 

ＳＰＭ 0.026mg/m3 0.026mg/m3 

南海新難波駅

立坑 

ＮＯ２ 0.022ppm 
―― 

0.022ppm 

ＳＰＭ 0.026mg/m3 0.026mg/m3 

開削 

トンネル部 

ＮＯ２ 0.020ppm 

今宮 

中学校 

大阪市西成

区花園北 

１－８－32 

―― 
0.020ppm 

ＳＰＭ 0.021mg/m3 0.021mg/m3 

掘割・擁壁部 
ＮＯ２ 0.020ppm 

―― 
0.020ppm 

ＳＰＭ 0.021mg/m3 0.021mg/m3 

高架部 
ＮＯ２ 0.020ppm 

―― 
0.020ppm 

ＳＰＭ 0.021mg/m3 0.021mg/m3 
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(ｳ) 予測結果 

(ⅰ) 二酸化窒素 

1.5ｍ高さにおける二酸化窒素の年平均濃度の予測結果（周辺環境保全施設における最大着地濃

度）は、表 6.2.26 に示すとおりである。 

建設機械による寄与濃度は 0.0020～0.0098ppm であり、平面コンターは図 6.2.10 に示すとおり

である。 

これにバックグラウンド濃度を加えた合計は 0.0213～0.0340ppm、日平均値の年間 98％値は 

0.040～0.058ppm と予測され、環境基準値を下回ると予測される。 

表 6.2.26 二酸化窒素の予測結果（周辺環境保全施設における最大着地濃度、1.5ｍ高さ） 

予測区間 

年平均値（ppm） 

日平均値の

年間 98％値 

（ppm） 

窒素酸化物 二酸化窒素 

寄与濃度 

バックグ

ラウンド

濃度 

① 

寄与濃度 

② 

バックグラ

ウンド濃度 

①＋② 

環境濃度 

北梅田立坑 0.0076 0.0230 0.0033 0.018 0.0213 0.040 

国道２号開削部 0.0277 0.0328 0.0083 0.022 0.0305 0.053 

中之島駅 0.0356 0.0349 0.0098 0.024 0.0340 0.058 

西本町駅 0.0206 0.0317 0.0067 0.023 0.0297 0.052 

ＪＲ難波駅取付部 0.0053 0.0290 0.0020 0.022 0.0240 0.044 

南海新難波駅立坑 0.0231 0.0290 0.0076 0.022 0.0296 0.052 

開削トンネル部 

掘割・擁壁部 
0.0197 0.0240 0.0074 0.020 0.0274 0.048 

高架部 0.0207 0.0240 0.0077 0.020 0.0277 0.049 
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図 6.2.10(1) 建設機械による寄与濃度

（二酸化窒素、1.5ｍ高さ） 

【北梅田立坑】 
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図 6.2.10(2) 建設機械による寄与濃度

（二酸化窒素、1.5ｍ高さ） 

【国道２号開削部】 
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図 6.2.10(3) 建設機械による寄与濃度

（二酸化窒素、1.5ｍ高さ） 

【中之島駅】 
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図6.2.10(4) 建設機械による寄与濃度

（二酸化窒素、1.5ｍ高さ） 

【西本町駅】 
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図6.2.10(5) 建設機械による寄与濃度

（二酸化窒素、1.5ｍ高さ） 

【ＪＲ難波駅取付部】 
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図 6.2.10(6) 建設機械による寄与濃度

（二酸化窒素、1.5ｍ高さ） 

【南海新難波駅立坑】 
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図6.2.10(7) 建設機械による寄与濃度

（二酸化窒素、1.5ｍ高さ） 

【開削トンネル部、掘割・擁壁部】 
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図6.2.10(8) 建設機械による寄与濃度

（二酸化窒素、1.5ｍ高さ） 

【高架部】 
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(ⅱ) 浮遊粒子状物質 

1.5ｍ高さにおける浮遊粒子状物質の年平均濃度の予測結果（周辺環境保全施設における最大着

地濃度）は、表 6.2.27 に示すとおりである。 

建設機械による寄与濃度は 0.0003～0.0022mg/m3であり、平面コンターは図 6.2.11 に示すとお

りである。 

これにバックグラウンド濃度を加えた合計は 0.0222～0.0293mg/m3、日平均値の２％除外値は 

0.051～0.061mg/m3と予測され、環境基準値を下回ると予測される。 

表 6.2.27 浮遊粒子状物質の予測結果（周辺環境保全施設における最大着地濃度、1.5ｍ高さ） 

予測区間 

年平均値（mg/m3） 
日平均値の

２％除外値

（mg/m3） 

① 

寄与濃度 

② 

バックグラ

ウンド濃度 

③ 

①＋② 

環境濃度 

北梅田立坑 0.0005 0.022 0.0225 0.051 

国道２号開削部 0.0018 0.023 0.0250 0.055 

中之島駅 0.0022 0.027 0.0293 0.061 

西本町駅 0.0013 0.027 0.0278 0.059 

ＪＲ難波駅取付部 0.0003 0.026 0.0263 0.056 

南海新難波駅立坑 0.0015 0.026 0.0275 0.058 

開削トンネル部 

掘割・擁壁部 
0.0012 0.021 0.0222 0.051 

高架部 0.0013 0.021 0.0223 0.051 
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図6.2.11(1) 建設機械による寄与濃度 

（浮遊粒子状物質、1.5ｍ高さ） 

【北梅田立坑】 
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図6.2.11(2) 建設機械による寄与濃度 

（浮遊粒子状物質、1.5ｍ高さ） 

【国道２号開削部】 
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図6.2.11(3) 建設機械による寄与濃度 

（浮遊粒子状物質、1.5ｍ高さ） 

【中之島駅】 
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図6.2.11(4) 建設機械による寄与濃度 

（浮遊粒子状物質、1.5ｍ高さ） 

【西本町駅】 
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図 6.2.11(5) 建設機械による寄与濃度 

（浮遊粒子状物質、1.5ｍ高さ） 

【ＪＲ難波駅取付部】 
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図6.2.11(6) 建設機械による寄与濃度 

（浮遊粒子状物質、1.5ｍ高さ） 

【南海新難波駅立坑】 
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図6.2.11(7) 建設機械による寄与濃度 

（浮遊粒子状物質、1.5ｍ高さ） 

【開削トンネル部、掘割・擁壁部】 
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図 6.2.11(8) 建設機械による寄与濃度 

（浮遊粒子状物質、1.5ｍ高さ） 

【高架部】 
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(b) 評 価 

(ｱ) 環境保全目標  

建設機械の稼働に係る大気質の環境保全目標は、表 6.2.28 に示すとおりである。 

本事業の実施（建設機械の稼働）が、事業計画地周辺に及ぼす影響について、予測結果を環境

保全目標と照らし合わせて評価した。 

表 6.2.28 建設機械の稼働に係る大気質の環境保全目標 

環境影響要因 環境保全目標 

建 

設 

工 

事 

中 

建設機械の稼働 

①環境への影響を最小限にとどめるよう、環境保全について配慮され
ていること。 
②環境基本法に定められた環境基準の達成と維持に支障がないこと。 
③大気汚染防止法、大阪府生活環境の保全等に関する条例に定められ
た排出基準、総量規制基準、規制基準等に適合すること。 
④大阪市環境基本計画の目標、方針の達成と維持に支障がないこと。 

 

(ｲ) 評価結果 

建設機械の稼働に係る大気質（二酸化窒素・浮遊粒子状物質）の予測結果は表 6.2.26～6.2.27

に示したとおりであり、二酸化窒素の日平均値の年間 98％値は 0.040～0.058ppm、浮遊粒子状物

質の日平値の２％除外値は 0.051～0.061mg/m3 となり、環境基準（二酸化窒素：１時間値の１日

平均値が 0.04ppm から 0.06ppm までのゾーン内又はそれ以下であること、浮遊粒子状物質：１時

間値の１日平均値が 0.10mg/m3以下であること）を満足する。 

さらに、建設機械の稼働にあたっては、以下の対策を行い、建設機械の稼働に係る大気質（二

酸化窒素・浮遊粒子状物質）が周辺環境に与える影響をできる限り低減する計画とする。 

・工事計画の策定にあたっては、工事実施時点での最新の公害防止技術や工法等の採用等によ

り、周辺地域に対する環境影響の回避・低減対策を検討する。 

・建設工事の実施にあたっては、工事実施時点における最新の国土交通省指定の排出ガス対策

型建設機械を、市場性を考慮して積極的に採用するとともに、良質燃料の使用等により、更

なる排出量の削減に努める。 

・工事区域の周囲に必要に応じて万能塀を設置する。 

・建設機械の稼働の分散を図り、工事の平準化、同時稼働のできる限りの回避など適切な施工

管理を行う 

・アイドリングストップや空ぶかしの防止等について、適切な施工管理及び周知徹底を行う。 

以上のことから、本事業による建設機械の稼働が事業計画地周辺の大気質に及ぼす影響は、環

境への影響を最小限にとどめるよう環境保全について配慮していること、環境基本法に定められ

た環境基準の達成と維持に支障がないこと、大気汚染防止法、大阪府生活環境の保全等に関する

条例に定められた排出基準、総量規制基準、規制基準等に適合すること、大阪市環境基本計画の

目標、方針の達成と維持に支障がないことから、環境保全目標を満足するものと評価する。 


